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一時的な中断の時間の取り扱いについて 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より本協会事業に対し格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、2011年 4月 22日の通達「一時的な中断の時間の取り扱いについて」を、下記のとおり差し替

えますのでよろしくお願いいたします。 

敬具 

記 

競技規則 第 5 条に規定されている試合を“一時的に中断”した場合、その中断した時間をアディ

ショナルタイムとして取り扱わないようにご理解ください。

“一時的な中断” は、停止された時間の長さで定義されるものではありません。主審によって競

技規則 第 7条 3.空費された時間の追加 に示されている項目とも照らし合わせて「アディショナル

タイムとしてプレーイングタイムを追加する」か「一時的な中断とする」かが総合的に判断されます。

試合を一時的に中断した場合は、マッチコミッショナー、会場の運営担当者等とも情報を共有して

ください。会場の試合時間を表示している時計を止める、再開時には残りの試合時間を正確に再表

示する、アナウンスする等、試合時間に関わる混乱を避けるような対応をお願いします。 

“一時的な中断”と考えられるケース 

競技者がフィールドから離れたり、試合再開までにかなりの時間を要したりする場合 

例えば 

・雷、豪雨、濃霧などの荒天

・緊急地震速報の発表

・照明の故障

・ゴールが壊れて新しいゴールを設置する

・競技者、交代要員、チーム役員、審判員、観客を搬送するために救急車がフィールドに

入る

・観客の急病等によって、試合を続行する状況ではない

・外部からの妨害によって、試合続行が一時的に困難な状況 など

以上 
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